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は
じ
め
に

　
か
つ
て
多
く
の
日
本
人
が
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
に
挑
ん
だ
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
私
が
初
め
て
ア
マ
ゾ
ン
の
日
本
人
移

住
地
を
訪
れ
た
の
は
、
ま
だ
大
学
院
生
だ
っ
た
一
九
八
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
真
夜
中
に
バ
ス
で
ア
マ
ゾ
ン
河
口
域
の
大

都
市
ベ
レ
ン
（
パ
ラ
州
の
首
府
）
を
発
ち
、
未
舗
装
の
台
地
を
駆
け
抜
け
、
大
河
を
船
で
渡
り
、
全
身
埃
ま
み
れ
で
よ
う

や
く
昼
頃
に
辿
り
着
い
た
の
は
、
ア
マ
ゾ
ン
最
初
の
日
本
人
植
民
地
ト
メ
ア
ス
ー
（
旧
ア
カ
ラ
）
で
あ
っ
た
。

　
熱
帯
林
の
真
っ
た
だ
中
に
忽
然
と
姿
を
現
し
た
そ
の
町
は
、
幼
い
頃
に
私
が
過
ご
し
た
日
本
の
農
村
を
彷
彿
と
さ
せ
る

も
の
で
、
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
に
囚
わ
れ
た
こ
と
を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

ふ
と
立
ち
寄
っ
た
食
堂
は
板
張
り
の
日
本
式
家
屋
で
、
壁
に
は
日
本
語
の
メ
ニ
ュ
ー
が
た
く
さ
ん
貼
ら
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
日
本
語
し
か
話
せ
な
い
と
い
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
懐
か
し
い
日
本
か
ら
の
突
然
の
来
訪
者
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ

た
。
私
は
ア
マ
ゾ
ン
奥
地
で
の
予
期
せ
ぬ
日
本
と
の
出
会
い
に
心
を
強
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
時
初
め
て
日

　
ア
マ
ゾ
ン
と
日
本
移
民 

　
　

丸
　
山
　
浩
　
明
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本
移
民
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
喚
起
さ
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
や
四
半
世
紀
が
過
ぎ
、
現
在
私
は
ア
マ
ゾ
ン
各
地
の
日
本
人
移
住
地
を
再
訪
し
て
、
移
民
と
そ
の
子
孫
の

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
記
録
す
る
作
業
を
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ア
マ
ゾ
ン
移
民
と
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た

の
か
、
そ
の
輝
か
し
い
功
績
と
大
き
な
犠
牲
の
双
方
に
着
目
し
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
ア
マ
ゾ
ン
開
発
に
挑
ん
だ
外
国
移
民

　
ア
マ
ゾ
ン
は
古
来
イ
ン
デ
ィ
オ
の
居
住
域
で
あ
り
、
植
民
者
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
入
植
が
活
発
化
す
る
の
は
一
七
世
紀
以

降
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
六
二
一
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ア
マ
ゾ
ン
へ
の
植
民
を
企
て
る
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
の
侵
入
を
防
ぎ
、
未
開
の
北
部
地
方
を
開
発
す
る
目
的
で
、
ア
マ
ゾ
ン
に
初
め
て
王
室
直
轄
領
の
マ
ラ
ニ
ョ
ン

州
を
設
置
し
た（

（
（

。
そ
の
後
一
八
二
二
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
独
立
し
、
翌
年
に
グ
ラ
ン
パ
ラ
県
が
こ
こ
に
新

設
さ
れ
る
ま
で
、
ア
マ
ゾ
ン
は
ブ
ラ
ジ
ル
総
督
府
の
影
響
を
直
接
受
け
な
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
の
直
轄
領
と
し
て
長
く
存

続
し
た
。

　
約
三
世
紀
に
及
ぶ
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
時
代
（
一
五
〇
〇
～
一
八
二
二
年
）
を
通
じ
て
、
ア
マ
ゾ
ン
は
原
始
的
な
焼

畑
農
業
や
採
集
経
済
に
依
存
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
後
進
地
域
で
あ
り
、
食
料
や
生
活
必
需
品
の
多
く
は
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
帝
政
時
代
（
一
八
二
二
～
一
八
八
九
年
）
を
迎
え
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ア
マ
ゾ

ン
諸
州
の
政
府
は
、
近
代
的
農
業
の
実
現
に
よ
る
自
給
体
制
の
確
立
を
企
図
す
る
が
、
原
始
的
な
焼
畑
農
業
や
採
集
経
済

に
長
く
慣
れ
親
し
ん
だ
住
民
た
ち
に
は
と
う
て
い
実
現
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
州
政
府
が
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
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が
、農
業
経
験
を
も
つ
外
国
移
民
で
あ
っ
た
。
一
八
七
五
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
六
八
名
が
初
め
て
ベ
レ
ン
に
到
着
し
、

以
後
一
八
七
七
年
ま
で
に
三
六
四
名
が
入
植
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
彼
ら
の
営
農
実
績
は
芳
し
く
な
く
、
結
局
二
年
後

に
ア
マ
ゾ
ン
に
残
っ
た
の
は
入
植
者
の
三
分
の
一
（
一
一
七
名
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
［
若
槻
一
九
七
三
、二
二
―
二
三
頁
］。

ま
た
南
北
戦
争
後
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
、
勝
者
で
あ
る
北
部
ア
メ
リ
カ
人
（
ヤ
ン
キ
ー
）
へ
の
反
感
を
募
ら
せ
、
解
放

さ
れ
た
黒
人
奴
隷
と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
南
部
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
が
、
ま
だ
奴
隷
制
が
残
る
ブ
ラ
ジ
ル

で
の
綿
花
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
再
開
を
夢
見
て
移
住
し
た
［H

arter 2000

］。
そ
の
正
確
な
移
民
数
は
不
明
だ
が
、

二
〇
〇
〇
人
と
も
二
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ア
マ
ゾ
ン
中
流
の
サ
ン
タ
レ
ン
に
は
二
〇
〇
人
が
入
植
し

た
と
い
わ
れ
る
が（

（
（

［M
oog1993:31

］、
彼
ら
も
ま
た
ア
マ
ゾ
ン
に
定
着
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
マ
ナ
ウ
ス
（
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
首
府
）
を
中
心
に
ゴ
ム
景
気

が
到
来
す
る
と
、
ア
マ
ゾ
ン
は
世
界
一
の
天
然
ゴ
ム
産
地
と
し
て
一
躍
世
界
の
檜
舞
台
に
躍
り
出
た
。
し
か
し
、
ア
マ
ゾ

ン
の
ゴ
ム
産
業
は
一
九
一
二
年
以
降
、
東
南
ア
ジ
ア
で
興
隆
し
た
ゴ
ム
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
競
争
に
敗
れ
て
衰
退

し
、
地
域
経
済
は
一
九
二
〇
年
代
以
降
急
速
に
疲
弊
し
て
多
く
の
住
民
が
ア
マ
ゾ
ン
を
離
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、
原
始
的

な
採
集
経
済
か
ら
の
脱
却
と
そ
れ
に
代
わ
る
近
代
的
農
業
の
導
入
こ
そ
が
ア
マ
ゾ
ン
再
生
の
切
り
札
で
あ
る
と
の
認
識
が

再
び
高
ま
り
、
今
回
は
欧
米
移
民
で
は
な
く
、
す
で
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
な
ど
で
農
業
者
と
し
て
の
高
い
資
質
が
認
め
ら
れ

て
い
た
日
本
移
民
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。
パ
ラ
州
知
事
の
デ
ィ
オ
ニ
ジ
オ
・
ベ
ン
テ
ス
（D

ionysio B
entes

）
は
、

一
九
二
三
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
日
本
大
使
館
を
訪
れ
、
就
任
間
も
な
い
田
付
七
太
駐
伯
大
使
に
、
で
き
る
限
り
の

便
宜
供
与
を
行
う
の
で
勤
勉
な
日
本
人
に
パ
ラ
州
を
開
拓
し
て
欲
し
い
旨
要
請
し
た
。
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し
か
し
、時
は
日
伯
両
国
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
期
を
迎
え
て
い
た
［
丸
山
二
〇
一
三
、三
―
四
頁
］。
す
な
わ
ち
、

日
本
で
は
一
九
二
四
年
の
帝
国
経
済
会
議
に
お
い
て
、
人
口
問
題
の
解
決
策
と
し
て
移
民
が
最
善
の
方
策
で
あ
り（

（
（

、
移
住

先
に
は
南
米
こ
と
に
ブ
ラ
ジ
ル
が
最
適
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
五
年
か
ら
は
渡
航
費
と
移
民
取
扱
手

数
料
の
全
額
を
国
庫
負
担
す
る
移
民
保
護
奨
励
策
が
実
施
さ
れ
、
国
は
一
気
に
国
策
移
民
の
送
出
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
そ

れ
と
と
も
に
日
本
の
移
民
政
策
も
、
そ
れ
ま
で
の
「
出
稼
ぎ
移
民
」（
＝
人
）
か
ら
移
植
民
の
た
め
の
「
移
住
地
」（
＝
土

地
）
建
設
へ
と
そ
の
関
心
が
大
き
く
転
換
し
た
。
一
九
二
九
年
に
は
拓
務
省
が
設
置
さ
れ
、
国
が
中
心
に
海
外
移
植
民
事

業
を
推
進
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

　
一
方
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
一
九
二
三
年
に
黒
人
の
入
移
民
禁
止
と
黄
色
人
の
入
国
制
限
を
謳
っ
た
「
レ
イ
ス
移
民
法
案
」

が
連
邦
下
院
に
提
出
さ
れ
、「
黄
禍
論
」
を
唱
え
て
排
日
運
動
を
煽
動
す
る
賛
成
派
と
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園
の
労
働
力
と
し

て
日
本
移
民
が
必
要
な
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
選
出
議
員
を
中
心
と
す
る
反
対
派
と
の
間
で
、
国
を
挙
げ
て
激
し
い
論
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

　
移
民
を
め
ぐ
る
日
伯
両
国
の
思
惑
が
相
反
す
る
中
、
田
付
大
使
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
へ
の
日
本
移
民
の
極
度
な
集
中
が
排

日
気
運
を
高
揚
さ
せ
る
一
因
で
あ
る
と
考
え
、
未
開
な
ア
マ
ゾ
ン
へ
日
本
移
民
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
「
黄
禍
論
」
に
対

す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
危
惧
を
払
拭
し
て
排
日
運
動
の
緩
和
を
図
ろ
う
と
思
慮
を
め
ぐ
ら
せ
た（

（
（

。
こ
う
し
た
中
、
一
九
二
五
年

に
は
パ
ラ
州
政
府
よ
り
、
一
九
二
六
年
に
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
政
府
よ
り
、
相
次
い
で
田
付
大
使
に
対
し
て
日
本
移
民
受
入

れ
の
申
し
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
両
州
と
も
広
大
な
州
有
地
を
日
本
移
民
に
無
償
で
譲
与
す
る
と
い
う
、
一
般
に
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
（concessão

）（
（
（

と
呼
ば
れ
る
契
約
締
結
へ
の
熱
意
溢
れ
る
勧
誘
で
あ
っ
た
。
排
日
政
策
の
是
非
を
め
ぐ
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り
賛
否
両
論
の
激
し
い
攻
防
が
続
く
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
議
会
を
尻
目
に
、
ア
マ
ゾ
ン
で
は
日
本
移
民
の
受
入
れ
に
向
け
た
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
の
直
轄
領
だ
っ
た
植
民
地
時
代
同
様
、
ア
マ
ゾ
ン
は
同
じ
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
り

な
が
ら
未
だ
に
別
世
界
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

二
、
日
本
人
に
よ
る
ア
マ
ゾ
ン
開
拓

　
わ
が
国
で
は
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
移
民
送
出
の
国
策
化
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
「
出
稼
ぎ
移
民
」
だ
け
で
は
な

く
、「
定
住
植
民
者
」
の
送
り
出
し
に
も
国
や
企
業
な
ど
の
民
間
組
織
が
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
パ
ラ
州

へ
の
移
民
送
出
を
主
導
し
た
の
は
、
か
ね
て
よ
り
ブ
ラ
ジ
ル
の
綿
作
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
鐘
淵
紡
績
株
式
会
社
（
武
藤

山
治
社
長
）
で
あ
っ
た
。
同
社
は
一
九
二
六
年
に
取
締
役
の
福
原
八
郎
を
団
長
と
す
る
調
査
団
を
ア
マ
ゾ
ン
に
派
遣
し
、

肥
沃
な
土
地
の
選
定
や
境
界
の
画
定
作
業
に
当
た
っ
た
。
そ
し
て
一
九
二
八
年
に
は
、
鐘
淵
紡
績
株
式
会
社
が
株
式
の
四

分
の
一
を
引
き
受
け
て
「
南
米
拓
殖
株
式
会
社
」（
以
下
南
拓
）
を
設
立
し
、
社
長
に
は
福
原
八
郎
が
就
任
し
た
。
福
原

は
同
年
、パ
ラ
州
政
府
と
約
百
万
町
歩
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
を
締
結
し
、一
九
二
九
年
に
は
現
地
法
人「C

om
panhia 

N
iponica do Plantação do Brasil

」
を
設
立
し
て
、「
ア
カ
ラ
植
民
地
」「
モ
ン
テ
ア
レ
グ
レ
植
民
地
」「
カ
ス
タ
ニ
ャ
ー

ル
米
作
試
験
場
」
の
経
営
に
乗
り
出
し
た
。
ア
マ
ゾ
ン
で
最
初
の
植
民
地
入
植
者
（
先
遣
隊
員
な
ど
は
除
く
）
と
な
っ
た

第
一
回
移
民
四
三
家
族
（
単
独
渡
航
八
名
を
含
む
一
八
九
名
）
は
、
一
九
二
九
年
七
月
二
四
日
に
神
戸
港
を
発
ち
、
九
月

二
二
日
に
「
ア
カ
ラ
植
民
地
」
に
入
植
し
た
。
そ
の
後
一
九
三
六
年
ま
で
の
入
植
者
総
数
は
、
三
五
二
家
族
二
一
〇
四
名

に
上
っ
た
。［
ト
メ
ア
ス
ー
植
民
地
寫
眞
同
好
會
編
一
九
五
五
、一
五
―
一
七
頁
］
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一
方
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
へ
の
移
民
送
出
の
端
緒

を
開
い
た
の
は
、
田
付
大
使
の
指
示
を
受
け
て

一
九
二
七
年
三
月
に
同
州
と
百
万
町
歩
の
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
を
締
結
し
た
、
実
業
家
の
山
西

源
三
郎
と
大
使
館
附
嘱
託
の
粟
津
金
六
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
彼
ら
に
は
契
約
で
定
め
ら
れ
た
調

査
団
の
派
遣
や
現
地
会
社
設
立
の
目
処
が
立
た

ず
、
本
契
約
の
権
利
は
粟
津
と
同
郷
（
熊
本
県
）・

同
窓
（
神
戸
高
等
商
業
学
校
）
で
、
当
時
衆
議

院
議
員
で
も
あ
っ
た
上
塚
司（

（
（

に
委
託
さ
れ
た
。
上

塚
は
政
治
家
と
し
て
の
人
脈
を
巧
み
に
利
用
し
、

一
九
二
八
年
八
月
に
は
外
務
省
か
ら
補
助
金
を
受

け
て
第
一
次
調
査
団
（
粟
津
団
長
）
を
ア
マ
ゾ
ン

に
派
遣
し
、
翌
年
一
月
ま
で
に
三
〇
万
町
歩
の
土

地
選
定
を
完
了
し
た
。
さ
ら
に
一
九
三
〇
年
六
月

に
は
外
務
省
支
援
の
下
、
自
ら
が
団
長
と
し
て
ア

マ
ゾ
ン
に
渡
り
、
残
り
七
〇
万
町
歩
の
土
地
選
定

写真１　上塚司校長と斧を携えた高拓生（アマゾン高拓会所蔵）
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を
完
了
す
る
と
同
時
に
、
パ
リ
ン
チ
ン
ス
郡
の
民
有
地
を
購
入
し
て
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
と
命
名
し
、
そ
こ
に
ア
マ
ゾ

ン
開
拓
の
拠
点
と
な
る
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
（
後
の
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
）
と
附
属
実
業
練
習
所
を
創
立
し

た
。

　
さ
ら
に
上
塚
は
、
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
「
国
士
」
た
る
矜
恃
を
も
っ
た
人
材
の
育
成
を
行
う
た

め（
（
（

、
一
九
三
〇
年
に
国
士
舘
高
等
拓
植
学
校
を
東
京
に
開
設
し
、
自
ら
校
長
と
し
て
そ
の
陣
頭
指
揮
を
執
っ
た
。
そ
の
後

一
九
三
二
年
に
は
、
満
蒙
開
拓
の
人
材
養
成
に
方
向
転
換
を
図
る
国
士
舘
と
袂
を
分
か
ち
、
神
奈
川
県
生
田
村
（
現
川
崎

市
多
摩
区
）
に
日
本
高
等
拓
植
学
校
を
新
設
し
て
移
植
民
教
育
に
尽
力
し
た
。
学
生
た
ち
は
一
年
間
、
全
寮
制
の
も
と
で

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
農
業
、
畜
産
、
土
木
建
築
、
測
量
、
植
民
政
策
、
南
米
地
歴
、
柔
剣
道
、
馬
術
、
農
業
実
習
な
ど
を
学

び
、
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
に
挑
む
意
義
や
心
得
を
深
く
心
に
刻
み
心
身
を
錬
磨
し
た
。
そ
し
て
卒
業
と
同
時
に
ア
マ
ゾ
ン
へ
渡

り（
（
（

、
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
の
附
属
実
業
練
習
所
で
さ
ら
に
一
年
間
の
実
地
訓
練
を
受
け
た
後
、
正
真
の
開
拓
者
と
し

て
ア
マ
ゾ
ン
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
三
一
年
（
第
一
回
卒
業
生
）
～
一
九
三
七
年
（
第
七
回
卒
業
生
）
に

か
け
て
二
四
三
名
の
高
拓
生
（
同
校
卒
業
生
の
通
称
）
が
ア
マ
ゾ
ン
へ
と
移
住
し
た
（
写
真
１
）（

（
（

。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
戦
前
に
は
日
本
の
企
業
や
移
植
民
学
校
が
中
心
に
推
進
し
た
ア
マ
ゾ
ン
移
民
が
あ
っ
た
。
ア
マ
ゾ
ナ

ス
州
の
マ
ウ
エ
ス
に
は
、熱
帯
作
物
グ
ァ
ラ
ナ
（guaraná
）
の
有
望
性
を
確
信
し
た
大
石
小
作
（
元
鐘
紡
技
師
長
）
が
、

一
九
二
八
年
九
月
に
沢
柳
猛
雄
ら
と
ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
彼
は
会
社
設
立
前
の
八
月
に
社
員
七
名
を

伴
い
先
遣
隊
と
し
て
マ
ウ
エ
ス
に
入
り
、
一
〇
月
に
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
政
府
と
二
万
五
千
町
歩
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
を

締
結
す
る
前
に
、
四
万
五
〇
〇
〇
本
の
グ
ァ
ラ
ナ
を
新
植
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
〇
年
の
第
一
回
移
民
か
ら
翌
年
の
第
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三
回
移
民
ま
で
、
単
身
者
も
含
め
て
一
九
家
族
一
二
七
名（
（1
（

が
マ
ウ
エ
ス
に
入
植
し
、
グ
ァ
ラ
ナ
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
。

　
ま
た
一
九
一
八
年
に
海
外
植
民
学
校
を
東
京
に
創
立
し
、
植
民
を
目
的
と
す
る
人
材
育
成
に
尽
力
し
た
校
長
の
崎
山

比
佐
衛
は
、
一
九
二
七
～
一
九
二
九
年
の
南
米
視
察
旅
行
か
ら
帰
国
後
、
風
光
明
媚
で
す
っ
か
り
気
に
入
っ
た
マ
ウ
エ

ス
に
分
校
設
立
を
計
画
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
九
年
に
同
校
卒
業
生
の
伊
藤
松
之
助
を
現
地
に
派
遣
し
、
土
地
の
選

定
と
入
植
準
備
に
当
た
ら
せ
、
翌
年
に
は
同
校
主
事
の
今
井
修
一
が
渡
伯
し
て
五
〇
〇
町
歩
の
土
地
登
記
を
完
了
さ
せ
、

一
九
三
二
年
に
は
崎
山
自
ら
が
親
族
一
〇
名
を
伴
っ
て
マ
ウ
エ
ス
に
移
住
し
た
。

　
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
日
本
移
民
の
流
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
満
州
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
、
ア
マ
ゾ
ン
移

民
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
勃
発
に
伴
う
日
伯
両
国
の
国
交
断
絶
（
一
九
四
二
年
）
に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ

ル
移
民
は
完
全
に
途
絶
し
た
。
日
本
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
向
か
う
戦
後
初
の
計
画
移
民
は
、
一
九
五
三
年
に
ア
マ
ゾ
ン
に
入

植
し
た
「
辻
移
民
」
か
ら
始
ま
っ
た（
（1
（

。
こ
れ
は
高
拓
生
ら
が
戦
前
に
ア
マ
ゾ
ン
で
普
及
・
発
展
さ
せ
た
ジ
ュ
ー
ト
の
増
産

を
担
う
労
働
力
と
し
て
受
入
れ
が
認
め
ら
れ
た
移
民
で
あ
り
、
時
の
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
大
統
領
と
親
交
が
深
か
っ
た
辻
小
太
郎

の
尽
力
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た（
（1
（

。
自
ら
調
査
団
を
派
遣
し
て
土
地
を
選
定
し
、
事
前
準
備
を
行
っ
て
入
植
し
た

戦
前
移
民
と
は
異
な
り
、
戦
後
移
民
の
大
半
は
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
政
府
や
ア
マ
ゾ
ン
州
政
府
が
経
営
す
る
立
地
条
件
の
悪
い

移
住
地
に
、
当
初
よ
り
援
助
の
な
い
独
立
農
と
し
て
送
り
込
ま
れ
た
。
ア
マ
ゾ
ン
移
民
が
ほ
ぼ
途
絶
え
た
一
九
六
九
年
ま

で
の
戦
後
移
民
は
、
家
族
数
一
〇
五
六
戸
、
単
身
者
四
三
一
名
で
、
総
員
数
は
六
五
三
五
名
に
も
上
っ
た
。
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三
、
ア
マ
ゾ
ン
移
民
を
め
ぐ
る
言
説
と
そ
の
評
価
　

（
一
）
移
民
推
進
派
の
言
説
と
賞
賛
を
得
た
日
本
移
民

　
ア
マ
ゾ
ン
移
民
は
、
ゴ
ム
景
気
の
凋
落
で
疲
弊
し
た
地
域
経
済
の
再
生
を
有
能
な
農
業
者
と
目
さ
れ
る
日
本
人
に
託
し

た
い
ア
マ
ゾ
ン
の
州
政
府
と
、
海
外
で
高
ま
る
排
日
気
運
を
払
拭
し
つ
つ
国
策
移
民
を
送
出
し
た
い
日
本
政
府
の
、
双
方

の
思
惑
が
一
致
し
た
た
め
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
政
財
界
を
後
ろ
盾
に
し
た
企
業
や
移
植
民
学

校
が
移
民
送
出
や
移
住
地
創
設
の
た
め
の
経
営
主
体
と
な
り
、
当
初
よ
り
政
治
・
外
交
主
導
で
移
民
政
策
が
推
進
さ
れ
た

点
に
、
そ
れ
ま
で
の
移
民
会
社
を
通
じ
た
「
出
稼
ぎ
移
民
」
と
は
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
。

　「
国
策
移
民
」
の
特
徴
は
、
当
時
の
移
民
送
出
機
関
の
リ
ー
ダ
ー
の
言
説
に
も
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
国
士

舘
高
等
拓
植
学
校
の
校
長
だ
っ
た
上
塚
司
は
、「
過
去
數
世
紀
に
亘
り
幾
度
か
歐
米
人
の
手
に
依
っ
て
此
の
神
秘
境
の
探

險
は
繰
返
さ
れ
た
。
然
れ
共
彼
等
は
自
ら
汗
し
て
原
生
林
を
開
拓
す
る
に
非
ず
し
て
、
其
の
求
む
る
所
は
土
人
の
金
銀
財

寳
に
非
ず
ん
ば
、
原
始
林
中
に
あ
る
自
然
物
の
搾
取
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
ア
マ
ゾ
ニ
ア
は
此
の
如
き
利
己
的
な
る
心
な

き
闖
入
者
を
心
よ
り
嫌
惡
し
、
叉
此
の
如
き
貪
慾
な
る
暴
君
の
入
り
來
る
を
強
き
力
を
以
て
拒
否
し
て
ゐ
る
。
ア
マ
ゾ
ニ

ア
の
大
自
然
が
求
む
る
所
の
も
の
は
、
此
の
如
き
狡
猾
な
る
人
間
の
集
團
で
な
く
、
叉
現
在
土
民
の
如
き
怠
惰
者
で
も
無

い
。實
に
熱
帯
圏
内
の
勞
務
に
堪
へ
、勤
勉
に
し
て
賢
明
且
確
固
不
拔
の
精
神
と
、朗
か
な
る
理
想
に
燃
ゆ
る
民
簇
で
あ
る
。

比
の
如
き
開
拓
の
勇
者
に
面
す
る
時
大
ア
マ
ゾ
ニ
ア
は
歡
呼
し
て
之
を
迎
へ
比
の
如
き
勇
者
の
出
現
に
依
て
、
大
ア
マ
ゾ

ニ
ア
の
天
地
は
初
め
て
世
界
の
樂
土
世
界
文
明
の
中
心
と
化
す
る
で
あ
ら
う
。〔
中
略
〕今
や
我
が
日
出
る
國
の
民
簇
こ
そ
、
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彼
女
が
求
む
る
戀
人
と
し
て
、
遙
か
の
彼
岸
よ
り
三
千
歳
文
化
の
華
を
載
せ
て
渡
り
、
拓
き
、
植
へ
、
培
ひ
、
收
め
殖
や

さ
ん
と
し
て
其
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。」
と
記
し
て
い
る
。［
上
塚
一
九
三
一
a
、
一
―
二
頁
］

　
さ
ら
に
「
獨
逸
の
學
者
の
ウ
ン
ボ
ル
ト
は
『
ア
マ
ゾ
ニ
ア
を
支
配
す
る
者
は
世
界
を
支
配
す
る
〔
中
略
〕
今
後
世
界
文

明
の
中
心
地
と
な
る
も
の
は
、
卽
ち
此
ア
マ
ゾ
ン
流
域
で
あ
る
』
と
叫
ん
で
居
り
ま
す
。
亜
米
利
加
の
前
大
統
領
の
ル
ー

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
如
き
も
『
二
十
世
紀
は
ア
マ
ゾ
ン
流
域
の
時
代
で
あ
る
と
』
叫
ん
で
居
り
ま
す
。
斯
の
如
き
立
派
な
場
所

が
、
歐
米
白
人
種
の
手
に
依
っ
て
開
か
る
ゝ
こ
と
な
く
、
今
日
に
殘
さ
れ
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
正
に
天
が
我
が
大
和
民
族

を
し
て
將
來
大
い
に
世
界
的
に
雄
飛
せ
し
め
る
が
爲
に
特
に
殘
し
て
置
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り

ま
す
。」
と
述
べ
［
上
塚
一
九
三
一
b
、
四
〇
―
四
一
頁
］、
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
に
先
鞭
を
付
け
た
欧
米
人
の
移
植
民
事
業
を

厳
し
く
批
判
す
る
一
方
で
、
現
地
人
と
共
存
共
栄
す
る
「
地
上
の
楽
土
」
を
ア
マ
ゾ
ン
に
実
現
す
る
こ
と
が
日
本
民
族
の

使
命
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
同
様
に
、
長
く
ア
マ
ゾ
ン
に
関
わ
っ
た
外
交
官
の
野
田
良
治
は
、「
ア
マ
ゾ
ニ
ア
の
気
候
風
土
は
決
し
て
日
本
人
の
移

植
に
不
適
当
で
な
く
、
日
本
民
族
は
ア
マ
ゾ
ニ
ア
に
於
て
繁
栄
し
得
る
。
否
、
世
界
の
諸
民
族
中
ひ
と
り
日
本
人
の
み
が

ア
マ
ゾ
ニ
ア
の
大
自
然
征
服
の
先
駆
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。」［
吉
村
一
九
五
五
、一
六
八
―
一
六
九
頁
］、「
從
て
世

界
の
有
ら
ゆ
る
他
の
方
面
に
於
て
、
歐
米
人
の
為
に
先
鞭
を
着
け
ら
れ
、
常
に
立
遲
れ
の
歎
を
抱
け
る
我
國
人
は
、
せ
め

て
は
ア
マ
ゾ
ン
流
域
の
開
發
に
な
り
と
も
先
鞭
を
着
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
準
備
と
し
て
今
よ
り
組
織
立
ち
た
る
調
査
に

着
手
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。此
の
大
寶
の
鍵
は
此
所
に
先
鞭
を
着
く
る
者
の
掌
中
に
落
つ
る
や
疑
な
き
所
で
あ
る
。」と
述
べ［
野

田
一
九
二
五
、五
六
頁
］、
欧
米
諸
国
に
遅
れ
ぬ
よ
う
国
を
挙
げ
て
ア
マ
ゾ
ン
開
発
に
着
手
す
べ
き
と
世
論
を
喚
起
し
て
い
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こ
れ
ら
の
言
説
か
ら
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
や
ブ
ラ
ジ
ル
で
高
ま
っ
た
排
日
論
を
押
さ
え
込
み
、
日
本
の
拡
大
主
義
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、欧
米
諸
国
が
見
向
き
も
し
な
い
後
進
地
の
ア
マ
ゾ
ン
に
進
ん
で
入
植
者
を
送
り
出
し
、

未
開
地
を
平
和
的
か
つ
成
功
裡
に
開
拓
し
て
現
地
人
と
共
存
共
栄
す
る
「
地
上
の
楽
土
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
世
界
に

対
し
て
日
本
民
族
の
偉
大
さ
と
平
和
主
義
を
希
求
す
る
日
本
の
姿
を
印
象
づ
け
た
い
と
い
う
、
当
時
の
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
理
念
や
方
針
を
感
知
で
き
る
。
昭
和
を
迎
え
た
こ
の
時
代
、
巷
に
は
神
秘
的
な
ア
マ
ゾ
ン
の
魅
力
や
発
展
の
可
能

性
を
説
き
、
日
本
民
族
の
夢
と
威
信
を
賭
け
て
そ
の
開
拓
に
挑
む
憂
国
の
士
と
な
る
こ
と
を
煽
る
よ
う
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

が
満
ち
溢
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
そ
し
て
、
日
本
の
海
外
発
展
と
国
益
実
現
の
た
め
の
代
理
人
と
し
て
ア
マ
ゾ
ン
に
送
り
出
さ
れ
た
移
民
た
ち
は
、
国
や

民
族
の
発
展
の
た
め
に
開
拓
に
挑
み
、艱
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
て
ブ
ラ
ジ
ル
農
業
史
に
燦
然
と
輝
く
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。

す
な
わ
ち
、
ア
マ
ゾ
ン
の
中
流
域
で
は
高
拓
生
と
そ
の
家
族
の
奮
闘
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
イ
ン
ド
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て

い
た
ジ
ュ
ー
ト
（
コ
ー
ヒ
ー
豆
な
ど
の
農
作
物
を
入
れ
る
袋
の
原
材
料
）
を
自
力
で
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

ア
カ
ラ
（
ト
メ
ア
ス
ー
）
植
民
地
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
胡
椒
の
栽
培
が
戦

中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
大
発
展
を
遂
げ
た
。
こ
う
し
て
日
本
移
民
と
そ
の
子
孫
は
、
そ
れ
ま
で
ア
マ
ゾ
ン
で
は
誰
も
為
し

得
な
か
っ
た
近
代
的
農
業
の
実
現
に
よ
り
、
何
世
紀
も
こ
の
地
で
続
け
ら
れ
て
き
た
原
始
的
な
農
業
や
採
集
経
済
か
ら
ア

マ
ゾ
ン
を
解
放
し
た
と
の
評
価
を
得
、偉
大
な
農
業
功
労
者
と
し
て
そ
の
名
声
を
ブ
ラ
ジ
ル
中
に
博
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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（
二
）
移
民
反
対
派
の
言
説
と
埋
も
れ
た
犠
牲
者
た
ち

　
ア
マ
ゾ
ン
移
民
が
残
し
た
輝
か
し
い
成
功
譚
の
一
方
で
、
国
益
最
優
先
の
移
植
民
政
策
が
推
進
さ
れ
た
結
果
、
移
民
に

は
国
士
た
る
べ
き
忍
従
の
生
活
と
開
拓
実
践
が
強
い
ら
れ
、
移
植
民
政
策
本
来
の
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
移
民
の
幸

福
や
生
活
の
安
寧
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
感
は
否
め
な
い
。
そ
の
輝
か
し
い
成
功
譚
に
賞
賛
と
関
心
が
集
ま
れ
ば
集
ま

る
ほ
ど
、
身
を
粉
に
開
拓
に
挑
ん
だ
移
民
た
ち
の
生
の
声
は
闇
に
葬
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
輝
か
し
い
成
功
譚

の
代
償
と
し
て
ア
マ
ゾ
ン
移
民
が
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
大
き
な
犠
牲
に
つ
い
て
も
光
を
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
日
本
で
ア
マ
ゾ
ン
移
住
熱
が
高
ま
る
中
、
一
人
徹
底
し
て
移
民
反
対
の
論
陣
を
は
っ
た
の
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
日
伯
新
聞
社
主
の
三
浦
鑿
で
あ
っ
た
。彼
は
福
原
八
郎
を
団
長
と
す
る
ア
マ
ゾ
ン
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
た
翌
年
、

自
ら
九
ヵ
月
間
に
及
ぶ
ア
マ
ゾ
ン
実
地
踏
査
を
敢
行
し
た（
（1
（

。
そ
し
て
一
九
二
八
年
一
二
月
に
自
身
が
通
信
員
を
務
め
て
い

た
大
阪
朝
日
新
聞
に
「
大
ア
マ
ゾ
ン
記
　
日
本
人
最
初
の
探
險
」（
全
一
二
回
）
を
連
載
し
、
実
体
験
に
基
づ
い
て
ア
マ

ゾ
ン
移
民
の
問
題
点
や
危
険
性
を
指
摘
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
日
本
の
移
民
政
策
を
糾
弾
し
た
。

　「
大
體
素
人
が
一
二
度
ア
マ
ゾ
ン
を
覗
い
た
と
い
ふ
だ
け
で
人
命
に
關
す
る
移
民
問
題
を
決
定
す
る
な
ど
は
輕
率
至
極

で
、
そ
れ
を
ま
た
政
府
が
移
民
問
題
緩
和
に
是
非
必
要
だ
と
あ
と
押
し
す
る
の
だ
か
ら
や
り
切
れ
な
い
。
素
質
不
良
の
と

こ
ろ
へ
移
民
を
送
つ
て
も
、
そ
れ
は
必
然
失
敗
す
る
だ
け
で
、
問
題
緩
和
の
効
果
な
き
の
み
か
、
失
敗
し
た
雙
方
が
い
や

な
思
ひ
を
す
る
だ
け
だ
。〔
中
略
〕
移
民
は
ど
こ
ま
で
も
移
民
本
位
で
考
へ
ね
ば
な
ら
ず
、す
な
は
ち
本
國
に
ゐ
る
よ
り
も
、

ヨ
リ
良
き
生
活
を
送
り
得
る
こ
と
が
先
決
條
件
で
、
こ
れ
以
外
に
移
民
の
榮
え
る
理
由
は
な
い
。
い
か
に
ウ
ソ
八
百
を
並

べ
、
無
理
に
押
込
ん
で
み
て
も
、
そ
れ
が
本
國
の
生
活
よ
り
惡
く
ま
た
周
圍
の
移
住
地
よ
り
惡
け
れ
ば
決
し
て
落
付
く
も
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の
で
な
い
。〔
中
略
〕
何
人
も
良
い
土
地
を
ほ
つ
て
お
い
て
惡
い
土
地
か
ら
先
に
手
を
つ
け
る
な
ど
は
や
ら
な
い
。
こ
れ

は
人
類
移
動
の
經
濟
的
原
則
だ
。
ア
マ
ゾ
ン
移
民
は
こ
れ
に
逆
行
し
て
る
、
そ
れ
も
よ
い
、
た
ゞ
列
國
環
視
の
中
で
物
笑

ひ
に
な
る
だ
け
が
遺
憾
だ
。」「
文
明
國
民
と
し
て
健
全
な
發
展
を
遂
げ
得
る
見
込
あ
る
所
な
ら
移
民
を
や
る
が
、
さ
も
な

い
所
へ
は
大
切
な
日
本
人
は
や
れ
な
い
と
い
う
建
前
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
（1
（

と
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
移
民
政
策

も
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
ア
マ
ゾ
ン
移
民
を
め
ぐ
る
当
時
の
日
本
の
空
騒
ぎ
を
戒
め
、
移
民
政
策
に
対
す
る
日
本
の

見
識
の
低
さ
を
憂
慮
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、「
我
同
胞
の
た
め
に
残
さ
れ
た
日
本
新
植
民
地
」「
無
限
の
富
を
蔵
す
る
新
天
地
」「
南
米
の
理
想
郷
」
と
い
っ

た
国
威
発
揚
的
な
言
説
を
弄
し
、
ア
マ
ゾ
ン
へ
の
海
外
雄
飛
を
煽
る
者
た
ち
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
中
で
、
三
浦
の
よ

う
に
移
民
個
人
の
命
や
生
活
に
ま
ず
思
い
を
寄
せ
、
人
間
と
し
て
の
幸
福
と
い
う
唯
一
無
二
の
条
件
だ
け
に
こ
だ
わ
っ
て

ア
マ
ゾ
ン
移
民
の
是
非
を
問
う
た
者
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
事
実
、
三
浦
の
ア
マ
ゾ
ン
移
民
反
対
論
が
完
結
す
る

と
同
時
に
、
そ
の
翌
日
に
は
「
南
米
に
お
け
る
新
移
民
團
の
鍵
」
と
い
う
戸
田
正
三
（
京
大
教
授
・
医
学
博
士
）
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
衛
生
を
武
器
と
し
て
寧
ろ
有
病
地
帯
に
進
む
べ
し
」
の
見
出
し
が
踊
り
、「
白
人
が
健
康

維
持
難
、
叉
は
風
土
服
合
難
を
來
し
て
、
我
々
が
果
し
て
そ
の
通
り
で
あ
る
か
否
か
は
大
き
な
疑
問
で
あ
る
。
衛
生
學

上
の
い
は
ゆ
る
服
合
難
な
る
も
の
は
人
種
の
個
性
と
そ
の
風
俗
と
に
よ
つ
て
大
變
に
違
つ
て
來
る
も
の
で
あ
る
。〔
中
略
〕

大
自
然
に
ヨ
リ
よ
く
適
つ
た
素
質
の
者
が
同
一
程
度
の
文
明
を
携
へ
て
進
め
ば
勝
を
制
す
る
こ
と
比
較
的
容
易
な
わ
け
で

あ
る
。〔
中
略
〕
白
人
が
好
ん
で
進
む
や
う
な
所
は
我
々
に
は
既
に
八
方
塞
が
り
で
あ
る 

要
は
彼
等
が
好
ま
な
い
と
こ
ろ

に
我
々
獨
特
の
力
を
持
つ
て
新
機
軸
を
開
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
ゝ
思
ふ
。
虎
穴
に
入
る
の
勇
氣
と
、
そ
こ
に
進
入
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す
る
だ
け
の
用
意
と
が
整
へ
ば
敢
て
躊
躇
せ
な
く
と
も
よ
い
で
は
な
い
か
。」
と
、
大
言
壮
語
と
も
と
れ
る
風
土
病
回
避

へ
の
強
い
自
信
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

　
国
策
移
住
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、「
移
民
は
ど
こ
ま
で
も
移
民
本
位
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
説
い
た
三
浦
の
意
見
は

一
顧
だ
に
さ
れ
ず
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
ア
マ
ゾ
ン
移
民
が
次
々
と
送
り
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
移
民
を
取
り
巻
く

環
境
は
日
増
し
に
厳
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
を
契
機
に
日
本
の
関
心
は
一
気
に
満
蒙

開
拓
へ
と
傾
き
、
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
に
対
す
る
無
理
解
や
無
関
心
が
す
ぐ
に
資
金
援
助
の
滞
り
な
ど
を
通
じ
て
、
ア
マ
ゾ
ン

各
地
の
植
民
地
経
営
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
地
で
は
資
金
難
か
ら
植
民
地
が
崩
壊
し
た
り
、
経
営

方
針
を
め
ぐ
る
日
本
側
と
の
対
立
か
ら
移
民
が
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
へ
転
出
し
た
り
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
の

軍
国
主
義
化
に
警
戒
感
を
強
め
た
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
、
一
九
三
四
年
の
新
憲
法
公
布
以
降
、
植
民
地
に
集
住
し
て
ブ
ラ
ジ

ル
社
会
に
同
化
し
よ
う
と
し
な
い
日
本
移
民
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
強
化
を
断
行
し
た
。
州
政
府
が
独
断
で
一
万
町

歩
以
上
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
を
締
結
で
き
な
く
す
る
法
改
正
な
ど
は
、
ま
さ
に
日
本
の
ア
マ
ゾ
ン
移
民
を
念
頭
に
置

い
た
排
日
政
策
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
ア
マ
ゾ
ン
移
民
を
窮
地
に
追
い
込
ん
だ
の
が
、「
日
本
人
の
素
質
と
文
明
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
克
服
で
き
る
」

は
ず
で
あ
っ
た
マ
ラ
リ
ア
の
猖
獗
で
あ
る
。
現
在
も
ト
メ
ア
ス
ー
（
旧
ア
カ
ラ
）
に
は
『
ア
カ
ラ
殖
民
地
英
霊
録
』
と
呼

ば
れ
る
古
い
巻
物
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
二
九
～
一
九
五
五
年
ま
で
の
ア
カ
ラ
植
民
地
に
お
け
る

日
本
人
の
詳
細
な
死
亡
記
録
で
、
南
拓
の
病
院
関
係
者
が
書
き
残
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
合
計
二
八
一
名

に
上
る
物
故
者
の
原
籍
（
出
身
都
道
府
県
）、
家
長
と
の
続
柄
、
発
病
年
月
日
、
病
名
、
死
亡
年
月
日
と
時
間
、
死
因
の
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摘
要
、
氏
名
、
享
年
が
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
２
）。
死

亡
者
の
五
〇
％
は
抵
抗
力
の
弱
い
〇
～
九
才
の
乳
幼
児
や

子
供
だ
が
、
マ
ラ
リ
ア
が
猛
威
を
振
る
っ
た
一
九
三
〇
年

代
に
は
青
壮
年
も
数
多
く
命
を
落
と
し
て
い
る
（
図
１
）。

死
因
で
最
も
多
い
の
は
マ
ラ
リ
ア
と
そ
の
合
併
症
で
、

一
九
三
二
年
以
降
一
九
五
五
年
ま
で
に
九
五
名
（
三
三
％
）

を
数
え
る
。
と
く
に
一
九
三
六
年
か
ら
は
、
経
過
が
悪
性

で
適
切
な
早
期
治
療
を
逃
す
と
容
易
に
死
に
至
る
悪
性
マ

ラ
リ
ア
が
多
発
し
、
合
併
症
の
黒
水
病
に
よ
る
腎
機
能
障

害
で
「
赤
小
便
」
を
出
し
て
急
死
す
る
者
が
増
え
て
、
ア

マ
ゾ
ン
各
地
の
日
本
人
植
民
地
を
震
撼
さ
せ
た
。
こ
の
ほ

か
に
母
体
の
過
度
な
労
働
に
よ
る
早
死
産
、
開
拓
作
業
時

の
不
慮
の
傷
害
、
赤
痢
や
疫
痢
・
肺
結
核
と
い
っ
た
感
染

症
な
ど
に
よ
る
死
亡
者
も
こ
こ
に
は
数
多
く
記
録
さ
れ
て

い
る
（
写
真
３
）。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
一
九
一
六
年
に
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
の
平
野
植
民
地
で
マ
ラ
リ
ア
が
猖
獗
し
、
多

数
の
日
本
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
反
省
か
ら
、
日
本
人
医
師

写真２　『アカラ殖民地英霊録』（2010 年、筆者撮影）
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写真３ 　ヴィラ・アマゾニアに眠る日本人
「ここに眠る アキオ・オチ」と刻まれた墓石は、わずか五ヵ月
で亡くなった乳児のものであった。（2011 年、筆者撮影）
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1929 4 0 2 0 0 0 4
1930 3 0 2 0 0 0 3
1931 6 2 4 2 0 0 6
1932 13 2 5 0 5 0 13
1933 18 2 7 2 3 0 11
1934 14 2 8 2 1 0 12
1935 6 4 2 2 2 0 6
1936 5 1 11 6 1 0 3
1937 4 1 6 7 0 0 3
1938 8 0 4 2 0 0 6
1939 3 1 2 0 1 0 3
1940 0 0 1 0 0 0 0
1941 1 0 5 2 0 0 1
1942 8 1 0 0 0 0 8
1943 9 0 1 0 1 0 9
1944 7 1 2 0 0 0 7
1945 7 0 2 2 0 0 7
1946 2 0 0 2 0 0 2
1947 1 0 0 0 0 0 1
1948 2 0 1 1 0 0 2
1949 2 0 2 0 0 0 1
1950 3 0 1 1 1 0 1
1951 0 0 1 0 1 0 0
1952 0 0 1 1 0 0 0
1953 0 0 1 0 0 0 0
1954 8 1 0 0 0 0 7
1955 6 0 3 0 1 0 5
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(%) 49.8 6.4 26.3 11.4 6.0 0.0 43.1

　　　図1　アカラ殖民地における日本人の年齢階層別死亡者数の経年変化(1929～1955）
　　　　　［アカラ殖民地英霊録をもとに作成］
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図１　アカラ植民地における日本人死亡者数の推移
［アカラ殖民地英霊録より作成］
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ら
に
よ
る
マ
ラ
リ
ア
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
教
訓
と
成
果
が
ア
マ
ゾ
ン
で
十
分
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
一
九
三
〇
年
代
の
ア
マ
ゾ
ン
移
民
を
め
ぐ
る
日
伯
両
国
の
厳
し
い
政
治
・
社
会
状
況
、
忍
び
寄
る
マ
ラ
リ

ア
猖
獗
へ
の
恐
怖
、
ま
っ
た
く
先
が
見
え
な
い
人
生
へ
の
不
安
や
焦
り
な
ど
の
中
で
、
移
民
た
ち
の
夢
や
理
想
も
崩
れ
て

い
っ
た
。
彼
ら
は
日
本
で
叩
き
込
ま
れ
た
教
育
と
ア
マ
ゾ
ン
の
現
実
と
の
あ
ま
り
に
大
き
な
乖
離
に
戸
惑
い
、
怒
り
、
煩

悶
し
た
。
一
九
三
四
年
に
現
地
視
察
で
ア
マ
ゾ
ン
を
再
訪
し
た
上
塚
司
校
長
を
出
迎
え
、
そ
し
て
帰
国
を
見
送
っ
た
高
拓

生
の
一
人
は
、
そ
の
時
の
心
境
を
次
の
よ
う
に
吐
露
し
て
い
る
。

　「〔
校
長
は
〕
白
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
黒
い
靴
と
ゲ
ー
ト
ル
、
白
い
開
襟
シ
ャ
ツ
に
身
を
固
め
た
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
植

民
者
風
の
格
好
で
、
財
団
法
人
、
会
社
設
立
、
正
義
の
通
る
社
会
、
大
和
民
族
に
よ
る
理
想
社
会
の
建
設
に
つ
い
て
い
つ

も
の
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。
財
団
法
人
と
か
会
社
設
立
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ア
マ
ゾ
ン
に
生
き
て
い
く
わ
れ
わ
れ
と
は
あ

ま
り
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
な
ぜ
そ
う
な
の
か
。
し
い
て
い
え
ば
、
校
長
に
は
校
長
の
世
界
が
あ
る

が
、
わ
れ
わ
れ
は
自
分
の
世
界
に
向
か
っ
て
み
ず
か
ら
運
命
を
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
真
剣
に
考

え
は
じ
め
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ
こ
は
、
広
い
大
地
な
の
だ
。」［
安
井
一
九
九
八
、九
八
―
九
九
頁
］

　「
わ
れ
わ
れ
は
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
が
、
し
ぶ
し
ぶ
炭
で
『
化
粧
』
し
た
姿
の
ま
ま
山
を
下
っ
た
。〔
中
略
〕
校
長
は

別
れ
の
挨
拶
な
ど
そ
っ
ち
の
け
で
、
ま
た
も
や
会
社
設
立
と
大
理
想
の
突
撃
ラ
ッ
パ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
歓
送
の
儀
式

が
す
む
や
い
な
や
、
湖
水
へ
飛
び
込
ん
だ
。
そ
し
て
満
々
と
広
が
る
水
の
な
か
で
、
校
長
の
説
く
会
社
設
立
や
大
理
想
を

肺
の
中
の
炭
の
粉
と
い
っ
し
ょ
に
洗
い
流
し
て
し
ま
っ
た
！
校
長
は
手
塩
に
か
け
た
四
回
生
の
心
中
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
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な
い
ら
し
い
。〔
中
略
〕矛
盾
を
感
じ
と
っ
た
先
輩
た
ち
は
、も
う
こ
こ
に
は
残
っ
て
い
な
い
。
四
回
生
の
大
部
分
は
縁
あ
っ

て
校
長
と
出
会
い
、
国
家
民
族
の
将
来
を
担
う
心
意
気
で
南
米
大
陸
ま
で
来
た
の
だ
が
、
校
長
の
理
想
と
み
ず
か
ら
の
生

き
る
道
と
が
ち
が
う
よ
う
に
実
感
し
て
い
た
。
い
ま
は
渡
り
鳥
が
途
中
で
羽
を
休
め
て
い
る
心
境
で
、
や
が
て
広
い
天
地

へ
飛
び
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
。」［
安
井
一
九
九
八
、一
〇
四
頁
］

　
こ
の
言
説
に
は
、
は
る
ば
る
日
本
か
ら
や
っ
て
来
て
相
変
わ
ら
ず
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
の
夢
と
理
想
を
大
言
壮
語
す
る
恩
師

と
、
今
は
そ
の
言
葉
に
奮
い
立
つ
こ
と
も
な
く
立
ち
尽
く
す
弟
子
、
自
ら
批
判
し
た
は
ず
の
西
洋
人
植
民
者
風
の
身
拵
え

で
登
場
し
た
恩
師
と
、
正
真
の
植
民
者
と
な
り
山
か
ら
下
り
て
き
た
灰
ま
み
れ
の
弟
子
と
い
う
、
相
容
れ
な
い
二
つ
の
人

間
像
が
見
て
取
れ
る
。
野
口
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
背
景
に
、
当
時
拓
務
省
の
意
向
に
沿
う
形
で
進
め
ら
れ
て
い
た
植
民

会
社
（
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
）
の
設
立
に
対
す
る
移
民
た
ち
の
批
判
や
反
発
が
あ
っ
た
と
み
る
。
す
な
わ
ち
、
資

金
の
絶
対
的
・
慢
性
的
な
不
足
の
中
で
、
国
か
ら
の
助
成
金
が
配
当
さ
れ
る
植
民
会
社
の
設
立
は
、
経
営
者
と
し
て
の
上

塚
に
と
っ
て
事
業
を
躍
進
さ
せ
る
重
要
な
転
機
で
あ
っ
た
。
一
方
、
移
民
に
と
っ
て
植
民
会
社
の
設
立
は
、
拓
務
省
に
よ

る
移
植
民
事
業
の
完
全
な
国
策
化
を
意
味
し
、
そ
れ
は
同
時
に
教
育
者
と
し
て
の
上
塚
が
理
想
に
掲
げ
て
と
も
に
取
り
組

ん
で
き
た
「
模
範
植
民
地
」
建
設
の
夢
が
つ
い
え
る
こ
と
を
意
味
し
た
。「
こ
の
意
味
で
会
社
の
設
立
は
、
躍
進
の
時
期

へ
の
移
行
の
象
徴
で
は
な
く
、
上
塚
事
業
の
変
質
を
示
す
『
分
岐
点
』
で
あ
っ
た
。」
と
野
口
は
総
括
し
て
い
る
。［
野
口

一
九
九
三
、二
三
五
頁
］
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四
、
移
民
の
定
着
・
転
出
状
況
か
ら
み
た
ア
マ
ゾ
ン

　
　
移
民
の
実
像

　
こ
こ
で
は
ア
マ
ゾ
ン
移
民
の
全
体
像
を
、
彼
ら
の
定

着
・
転
出
状
況
に
着
目
し
て
考
察
す
る
［M

aruyam
a 

2013

］。
図
２
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
ア
マ
ゾ
ン

に
建
設
さ
れ
た
三
つ
の
日
本
人
植
民
地
に
お
け
る
移
民

の
定
着
・
転
出
状
況
で
あ
る（
（1
（

。
ア
カ
ラ
植
民
地
で
は
、

一
九
二
九
～
一
九
三
六
年
ま
で
に
入
植
し
た
三
八
〇
名

（
家
族
移
民
の
戸
主
お
よ
び
単
独
青
年
四
四
一
名
の
う

ち
、
行
方
不
明
者
六
一
名
を
除
い
た
数
）
の
う
ち
、
ア

マ
ゾ
ン
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
全
体
の
約
二
一
％
で
、
こ

の
う
ち
ア
カ
ラ
植
民
地
に
定
着
し
た
者
は
わ
ず
か
九
％

に
過
ぎ
な
い
。
一
方
、
全
体
の
六
割
に
当
た
る
移
民
は

ア
マ
ゾ
ン
を
離
れ（
（1
（

、
主
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
（
四
七
％
）

に
再
移
住
し
て
お
り
、
日
本
に
帰
国
し
た
者
も
約
四
％

見
ら
れ
る
。
残
り
の
一
八
％
は
、
調
査
時
点
で
の
死
亡

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

Table  Resident situation of prewar immigrants in the Amazon at aroud 1965.   
Name of immi マウエス パリンチンス アカラ
入植地定着者 6 27 36
アマゾン内転出 15 116 45
サンパウロ州転 3 123 178
その他ブラジル 3 13 34
日本への帰国 7 74 17
日本・ブラジル 0 4 1
死亡者 19 64 69
ダミーマーカー 0 0 0
Total number o 53 421 380

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

マウエス

パリンチンス

アカラ

入植地定着者 アマゾン内転出者

サンパウロ州転出者 その他ブラジル内転出者

日本への帰国者 日本・ブラジル以外の国への転出者

死亡者 ダミーマーカー

図２　戦前の日本人植民地における移民の定着・転出状況
［池田 1965 をもとに作成］
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一
方
、
学
卒
者
（
高
拓
生
）
を
中
心
に
若
者
が
数
多
く
入
植
し
た
パ
リ
ン
チ
ン
ス
で
も
、
移
民
の
定
着
・
転
出
状
況
は

ア
カ
ラ
植
民
地
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
一
九
三
一
～
一
九
三
九
年
ま
で
の
入
植
者
四
二
一
名
（
高
拓
生
と
そ
の
妻
お
よ

び
家
族
移
民
四
六
八
名
の
う
ち
、
行
方
不
明
者
四
七
名
を
除
い
た
数
）
の
う
ち
、
ア
マ
ゾ
ン
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
全
体
の

三
四
％
で
、
こ
の
う
ち
パ
リ
ン
チ
ン
ス
に
定
着
し
た
者
は
約
六
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
ジ
ュ
ー
ト
生
産
を
行
う
た
め

に
移
民
が
ア
マ
ゾ
ン
河
畔
の
各
地
に
分
散
居
住
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
ア
カ
ラ
植
民
地
に
比
べ
て
移
民
の
ア

マ
ゾ
ン
残
留
率
は
高
い
も
の
の
、
当
初
の
入
植
地
残
留
率
は
著
し
く
低
い
。
一
方
、
全
体
の
五
割
に
当
た
る
移
民
は
ア
マ

ゾ
ン
を
離
れ
、
主
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
（
二
九
％
）
に
再
移
住
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
へ
の
帰
国
者
が
約
一
八
％
と
群
を

抜
い
て
高
い
こ
と
は
、
高
拓
生
の
多
く
が
日
本
で
中
流
以
上
の
家
庭
の
子
弟
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
死
亡
者

は
一
五
％
で
最
も
少
な
い
（
図
２
）。

　
ま
た
ア
マ
ゾ
ン
川
支
流
の
奥
地
に
建
設
さ
れ
た
マ
ウ
エ
ス
で
は
、
経
営
主
で
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
の
資
金
不

足
な
ど
か
ら
す
ぐ
に
植
民
地
経
営
が
行
き
詰
ま
り
、
移
民
た
ち
が
次
々
と
四
散
し
た
。
さ
ら
に
一
九
三
三
年
頃
か
ら
こ
こ

で
も
マ
ラ
リ
ア
が
猖
獗
し
て
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
。
こ
う
し
た
マ
ウ
エ
ス
植
民
地
の
厳
し
い
現
実
は
、
移
民
の
定
着
・

転
出
状
況
に
も
顕
著
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
八
～
一
九
三
二
年
ま
で
の
入
植
者
八
七
名
（
社
員
や
家
族
移
民
の
戸

主
な
ら
び
に
単
独
青
年
）
の
う
ち
、
そ
の
約
四
割
に
も
相
当
す
る
三
四
名
が
行
方
不
明
で
あ
る
。
定
着
・
転
出
状
況
が
判
明

し
た
五
三
名
に
つ
い
て
み
て
も
、
ア
マ
ゾ
ン
に
と
ど
ま
っ
た
者
は
全
体
の
四
〇
％
で
、
こ
の
う
ち
マ
ウ
エ
ス
に
定
着
し
た

者
は
わ
ず
か
一
一
％
で
あ
る
。
彼
ら
は
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
ア
マ
ゾ
ン
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
と
い

え
、実
際
に
そ
の
多
く
は
現
地
人
と
結
婚
し
て
土
着
化
し
て
い
っ
た
。
ア
マ
ゾ
ン
を
離
れ
た
移
民
は
全
体
の
約
二
五
％
で
、
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こ
の
う
ち
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
へ
の
再
移
住
者
は
約
六
％
、

日
本
へ
の
帰
国
者
は
一
三
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
死
亡

者
は
三
六
％
と
高
い
値
を
示
し
て
い
る
（
図
２
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
前
ア
マ
ゾ
ン
移
民
の
定
着
・
転

出
状
況
か
ら
は
、
戦
後
（
一
九
六
〇
年
代
前
半
頃
）

ま
で
当
初
の
入
植
地
に
定
着
し
て
い
た
移
民
は
全
体

の
約
一
割
以
下
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
大
半
は
入
植
地
を

離
れ
て
ア
マ
ゾ
ン
や
ブ
ラ
ジ
ル
南
東
部
の
都
市
部
へ

転
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

移
民
の
際
だ
っ
た
ア
マ
ゾ
ン
転
出
率
の
高
さ
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
連
邦
政
府
や
州
政
府
が
経
営
す
る
立

地
条
件
の
悪
い
移
住
地
に
、
当
初
よ
り
支
援
の
な
い

独
立
農
と
し
て
入
植
さ
せ
ら
れ
た
戦
後
ア
マ
ゾ
ン
移

民
に
つ
い
て
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。

　
図
３
は
、
一
九
五
二
年
の
「
ジ
ュ
ー
ト
移
民
」
か

ら
一
九
六
九
年
末
ま
で
に
ア
マ
ゾ
ン
各
地
の
移
住
地

に
入
植
し
た
、
一
〇
五
六
家
族
と
単
身
者
四
三
一
名

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ジュート移民(17)
トメアスー (465)

マタピー (46)
ファゼンディーニャ(16)

モンテアレグレ(74)
ベラビスタ(147)
ベレン近郊(152)

トレーゼデセテンブロ(32)
ヴィラアマゾニア(10)

ベルテーラ(100)
フォードランディア(22)

グァマ(116)
マザゴン(9)

呼び寄せ移民(28)
エフィジェニオサレス(63) 

キナリー(13)
ロザリオ(19)
ムルアイ(10)
タイアーノ(10)

トメアスーⅡ(59)
アカラ(1)

農業労働者(78)
合計

入植地定着者 アマゾン内転出者 アマゾン外転出者 日本への帰国者

死亡者 不明者等 ダミー［括弧内の数字は入植者数（家族数＋単身者数）を示す］

図３　戦後の日本人植民地における移民の定着・転出状況
［奥田 1970 をもとに作成］
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（
計
一
四
八
七
名
）
の
定
着
・
転
出
状
況
で
あ
る（
（1
（

。
そ
こ
に
は
移
住
地
や
移
民
形
態
（
独
立
農
か
農
業
労
働
者
か
）
に
よ

る
顕
著
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
戦
前
移
民
同
様
、
当
初
の
入
植
地
に
定
着
し
て
い
る
者
の
割
合
は
総
じ
て
低
く
、

全
体
の
平
均
で
も
約
四
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（
（1
（

。
入
植
地
か
ら
は
転
出
し
た
も
の
の
、
ア
マ
ゾ
ン
内
に
と
ど
ま
っ
た
移
民

は
全
体
の
約
三
割
で
、
両
者
を
合
わ
せ
た
ア
マ
ゾ
ン
残
留
率
は
約
七
割
で
あ
る
。
一
方
、
ア
マ
ゾ
ン
か
ら
の
転
出
者
は
日

本
へ
の
帰
国
者
も
含
め
て
全
体
の
約
三
割
に
達
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
わ
が
国
で
は
、
艱
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
て
農
業
者
と
し
て
成
功
す
る
ア
マ
ゾ
ン
移
民
の
逞
し
い
姿
が
、
数
多
く
の
小
説

や
映
画
の
中
で
繰
り
返
し
描
出
さ
れ
て
き
た
。
一
般
に
「
棄
民
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
が
ち
な
日
本
移
民
の
中
で
も
異

色
な
存
在
と
い
え
る
。
し
か
し
、
ア
マ
ゾ
ン
移
民
が
手
に
し
た
成
功
譚
ば
か
り
に
目
を
奪
わ
れ
、
あ
だ
花
を
咲
か
せ
た
多

く
の
移
民
た
ち
に
目
を
向
け
な
い
の
で
は
、
ア
マ
ゾ
ン
移
民
の
本
質
を
見
抜
く
こ
と
も
、
歴
史
か
ら
未
来
へ
の
教
訓
を
学

び
と
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
ア
マ
ゾ
ン
移
民
を
、
国
家
の
政
治
的
役
割
を
担
う
べ
き
存
在
と
見
る
か
、
あ
く
ま
で
個
人
の
幸
福
を
追
求
す
べ
き
存
在

と
見
る
か
で
、
当
然
そ
の
評
価
や
解
釈
も
異
な
る
。
し
か
し
、
少
な
く
も
戦
前
・
戦
後
の
ア
マ
ゾ
ン
移
民
の
動
向
を
全
体

と
し
て
捉
え
る
と
き
、
そ
の
際
だ
っ
た
入
植
地
定
着
率
の
低
さ
や
、
圧
倒
的
多
数
の
転
出
・
物
故
者
の
存
在
は
、
国
策
と

し
て
進
め
ら
れ
た
ア
マ
ゾ
ン
移
民
の
問
題
点
を
露
呈
こ
そ
す
れ
、
そ
の
成
功
を
実
証
す
る
も
の
と
は
言
い
難
い
。
ア
マ
ゾ

ン
移
民
の
成
功
譚
は
、
あ
く
ま
で
入
植
地
に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
一
握
り
の
移
民
た
ち
の
孤
軍
奮
闘
の
賜
で
あ
り
、
国
が
推
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し
進
め
た
移
民
政
策
に
対
す
る
評
価
と
は
別
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
（1
（

。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
国
の
政
策
的
・
財
政
的
な
支
援
を
受
け
て
用
意
周
到
に
計
画
さ
れ
た
は
ず
の
ア
マ
ゾ
ン
移
民
が
、
膨

大
な
転
出
者
や
犠
牲
者
を
生
み
出
す
結
果
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、
移
民
の
生
活
や
幸
福
よ
り
も
国
家
の

思
惑
や
大
義
名
分
が
ま
ず
は
優
先
さ
れ
た
、移
民
送
出
当
時
の
日
本
の
時
代
的
風
潮
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

移
民
を
煽
る
夢
や
理
想
の
美
辞
甘
言
、
大
言
壮
語
の
嵐
の
中
で
、
果
た
し
て
移
民
の
生
活
を
保
証
で
き
る
信
憑
性
の
高
い

現
地
調
査
が
本
当
に
実
施
で
き
た
の
か
、
詳
細
な
科
学
的
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
移
民
が
国
家
間
の
外
交
案
件
で

あ
る
以
上
、
ホ
ス
ト
国
側
の
視
点
か
ら
の
検
証
も
不
可
欠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
い
か
に
日
本
や
日
本
人
を

捉
え
、
い
か
な
る
思
惑
と
判
断
の
も
と
に
移
民
の
導
入
を
進
め
よ
う
と
し
た
の
か
、
対
日
外
交
戦
略
の
観
点
か
ら
日
本
移

民
が
ア
マ
ゾ
ン
で
置
か
れ
た
状
況
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人
の
ア
マ
ゾ
ン
移
民
史
を
多
角
的
に
再
検
討
す
る
た

め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
私
の
ア
マ
ゾ
ン
通
い
も
ま
だ
続
き
そ
う
で
あ
る
。

註（
１
）
そ
の
後
同
州
は
、
一
六
五
四
年
に
マ
ラ
ニ
ョ
ン
・
グ
ラ
ン
パ
ラ
州
（
首
府
サ
ン
ル
イ
ス
）、
一
七
五
一
年
に
グ
ラ
ン
パ
ラ
・

マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
（
首
府
ベ
レ
ン
）
と
名
前
や
首
府
を
変
更
し
、
一
七
七
五
年
に
は
マ
ラ
ニ
ョ
ン
・
ピ
ア
ウ
イ
州
と
グ
ラ
ン
パ
ラ
・

リ
オ
ネ
グ
ロ
州
の
二
つ
に
分
割
さ
れ
た
。

（
２
）
佐
藤
（
一
九
六
四
、二
五
三
頁
）
は
、
南
北
戦
争
後
の
ア
メ
リ
カ
移
民
を
お
よ
そ
三
八
〇
〇
人
と
し
、
そ
の
中
の
四
〇
〇
人

が
サ
ン
タ
レ
ン
に
定
住
し
た
と
記
し
て
い
る
。

（
３
） 

遠
藤
（
二
〇
〇
八
、二
〇
〇
九
）
は
、
国
策
と
し
て
の
南
米
移
民
の
ね
ら
い
が
、
人
口
や
貧
困
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
問
題
よ

り
も
、
国
内
の
「
赤
化
」
を
防
ぎ
秩
序
を
守
る
た
め
の
反
体
制
分
子
の
排
除
（
政
治
的
安
全
弁
と
し
て
の
移
民
）
に
あ
っ
た
と
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論
じ
て
い
る
。

（
４
）
田
付
大
使
は
排
日
気
運
が
高
ま
る
中
、「
我
同
胞
の
直
接
利
害
関
係
上
よ
り
考
察
す
る
も
、
聖
州
以
外
に
其
発
展
地
を
求
む

る
も
亦
急
務
た
る
を
免
れ
ず
」
と
の
思
い
か
ら
性
急
に
ア
マ
ゾ
ン
移
民
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
。
当
時
、
リ
オ
公
使
館
附
だ
っ

た
粟
津
金
六
は
、
一
九
二
五
年
四
月
頃
の
話
と
し
て
、
田
付
大
使
は
壁
に
掛
か
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
大
地
図
を
眺
め
ア
マ
ゾ
ン
流
域

を
指
差
し
な
が
ら
「
こ
ん
な
廣
大
な
未
開
地
方
に
日
本
移
民
を
入
れ
た
ら
、
排
日
論
も
、
日
本
移
民
入
國
制
限
法
案
も
、
吹
き

飛
ば
さ
れ
て
仕
舞
ふ
だ
ら
ぅ
ね
」
と
笑
い
な
が
ら
語
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。［
パ
ウ
リ
ス
タ
新
聞
社
一
九
六
〇
、五
二
頁
］

（
５
）
一
定
期
限
内
に
土
地
の
調
査
を
行
い
、
指
定
さ
れ
た
面
積
内
の
土
地
を
選
定
し
て
境
界
を
画
定
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
土

地
の
無
償
譲
与
の
こ
と
。

（
６
）
上
塚
は
衆
議
院
議
員
を
七
期
務
め
た
ほ
か
、
高
橋
是
清
の
大
臣
秘
書
官
な
ど
も
歴
任
し
た
大
正
・
昭
和
期
の
政
治
家
で
あ
る
。

（
７
）
実
際
、
国
士
舘
高
等
拓
植
学
校
の
設
立
申
請
書
の
目
的
に
は
、「
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
ニ
発
展
セ
ン
ト
ス
ル
国
士
的
人
材
ヲ
養
成
ス
」

と
記
さ
れ
て
い
た
。［
熊
本
二
〇
一
一
、五
一
頁
］

（
８
）
国
士
舘
高
等
拓
植
学
校
で
は
、入
学
志
願
時
に
「
入
学
可
許
サ
レ
候
節
ハ
卒
業
後
直
ニ
ブ
ラ
ジ
ル
共
和
国
ニ
渡
航
シ
、更
ニ
一
ヶ

年
ノ
課
程
ヲ
修
業
致
サ
シ
ム
ベ
ク
此
段
承
諾
致
候
也
」
と
記
さ
れ
た
「
渡
航
承
諾
書
」
の
提
出
を
求
め
て
お
り
、
卒
業
後
に
ア

マ
ゾ
ン
に
移
住
し
て
一
年
間
の
実
習
訓
練
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
た
。［
熊
本
二
〇
一
一
、五
一
―
五
二
頁
］

（
９
）
高
拓
生
の
ほ
か
に
、
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
の
教
師
や
職
員
、
同
行
し
た
家
族
移
民
（
二
二
家
族
）
な
ど
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
た
関
係
者
は
総
勢
三
八
六
名
に
上
っ
た
。［Ikegam

i 2009:194-199

］

（
10
） 

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
70
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会（
一
九
九
九
年
、三
―
六
頁
）で
は
、入
植
者
総
計
は
一
一
九
名（
二
五

家
族
七
九
名
＋
単
身
者
四
〇
名
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 

日
本
移
民
が
集
住
す
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
な
ど
で
は
、
戦
中
は
敵
性
国
人
で
あ
り
、
戦
後
も
「
勝
ち
組
・
負
け
組
」
抗
争
で
ブ

ラ
ジ
ル
社
会
を
騒
然
と
さ
せ
た
日
本
人
に
対
す
る
反
感
が
根
強
く
、
ア
マ
ゾ
ン
地
方
に
比
べ
て
日
本
移
民
の
受
入
れ
は
遅
れ
た
。

（
12
）
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
大
統
領
は
一
九
五
三
年
三
月
一
五
日
付
の
連
邦
議
会
に
送
っ
た
大
統
領
教
書
の
中
で
、「
ア
マ
ゾ
ン
の
如
く
熱

帯
の
不
健
康
地
と
し
て
、
一
般
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
り
拒
否
さ
れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
特
に
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
日
本
人

の
順
応
性
で
あ
る
。
こ
の
日
本
移
民
が
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
に
寄
与
し
た
諸
事
業
、
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
を
ジ
ュ
ー
ト
の
輸
入
よ
り
解

放
す
る
た
め
に
為
さ
れ
た
貢
献
を
勘
案
し
て
、
政
府
は
日
本
移
民
に
対
す
る
制
限
政
策
を
再
検
討
し
て
、
五
〇
〇
〇
家
族
と

四
〇
〇
〇
家
族
の
二
種
の
移
民
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。［
若
槻
一
九
七
三
、五
二
―
五
三
頁
］

（
13
）
一
九
二
七
年
の
三
浦
の
旅
程
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
馬
や
カ
ヌ
ー
、
筏
を
使
っ
て
ベ
レ
ン
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
川

の
本
流
を
遡
上
し
て
マ
ナ
ウ
ス
へ
、
そ
の
後
マ
デ
イ
ラ
川
を
遡
上
し
て
ポ
ル
ト
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
マ
デ
イ
ラ
マ

モ
レ
鉄
道
を
通
っ
て
ボ
リ
ビ
ア
の
リ
ベ
ラ
ル
タ
に
到
達
し
、
さ
ら
に
タ
ウ
マ
ヌ
川
を
遡
上
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
ク
レ
に
到
達
し
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た
後
、
再
び
ベ
レ
ン
ま
で
戻
る
と
い
う
過
酷
な
も
の
で
、
野
宿
は
六
五
日
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。

（
14
）
三
浦
は
無
謀
な
ア
マ
ゾ
ン
移
民
を
「
モ
ル
モ
ッ
ト
移
民
」
と
称
し
、実
験
動
物
的
な
移
民
の
送
り
出
し
を
非
難
し
た
。
彼
は
「
国

家
の
た
め
、
い
つ
死
ん
で
も
い
い
と
い
う
覚
悟
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
軍
人
の
話
で
、
ア
マ
ゾ
ン
移
民
に
は
通
じ
な
い
話
だ
と

主
張
し
た
と
い
う
。［
松
林
一
九
七
七
、二
一
二
頁
］
な
お
、三
浦
鑿
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、前
山
（
二
〇
〇
二
）
に
詳
し
い
。

（
15
）
移
民
の
定
着
・
転
出
状
況
は
、
池
田
（
一
九
六
五
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
植
民
地
の
移
住
者
名
簿
を
も
と
に
分
析
し
た
。

池
田
は
各
植
民
地
の
調
査
年
を
明
示
し
て
い
な
い
が
、
本
の
出
版
年
お
よ
び
自
序
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
に
一
九
六
〇
年
代
前

半
頃
の
調
査
結
果
で
あ
り
、
そ
の
頃
の
実
態
を
示
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（
16
）
ト
メ
ア
ス
ー
の
入
植
者
動
向
に
つ
い
て
は
、「
入
植
者
總
數
は
、
三
五
二
家
族
（
二
、一
〇
四
名
）
で
あ
つ
た
が
、
殘
存
せ
る

も
の
は
、
九
八
家
族
（
四
八
三
名
）
と
い
う
慄
然
た
る
數
字
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。［
ト
メ
ア
ス
ー
植
民
地
寫

眞
同
好
會
編
一
九
五
五
、一
七
頁
］

（
17
）
移
民
の
定
着
・
転
出
状
況
は
、
奥
田
（
一
九
七
〇
）
が
ま
と
め
た
詳
細
な
デ
ー
タ
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
18
）
一
九
五
三
～
一
九
六
二
年
に
入
植
し
た
戦
後
ア
マ
ゾ
ン
移
民
の
動
向
を
調
べ
た
若
槻
も
、
植
民
地
を
「
脱
出
し
た
人
は
入
植

し
た
人
数
の
お
よ
そ
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
上
っ
て
い
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。［
若
槻
一
九
七
三
、五
〇
頁
］

（
19
）
自
ら
が
ア
マ
ゾ
ン
移
民
の
先
導
者
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
後
日
本
の
経
営
陣
と
対
立
し
て
ア
マ
ゾ
ン
か
ら
転
出
し
て

し
ま
っ
た
粟
津
金
六
は
、「
法
人
の
手
に
よ
っ
て
成
功
し
た
、
黄
麻
及
胡
椒
栽
培
は
、
単
に
特
殊
物
産
の
生
産
事
業
の
好
成
績

を
意
味
す
る
も
の
で
、
コ
レ
即
ち
ア
マ
ゾ
ン
移
植
民
事
業
そ
の
も
の
の
成
功
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
述
べ
［
パ
ウ

リ
ス
タ
新
聞
社
一
九
六
〇
、五
三
頁
］、
そ
の
成
功
は
夢
を
追
う
純
真
無
垢
な
若
者
ら
の
強
い
集
団
力
と
関
係
が
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
は
か
な
り
偶
然
の
産
物
で
、
移
植
民
政
策
と
は
無
関
係
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）

参
考
文
献
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業
研
究
所
月
報
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ｂ
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史
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帝
国
書
院
。

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
70
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
　
一
九
九
九
　『
緑
　
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
70
周
年
記
念
誌
』
西

部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
70
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
。

ト
メ
ア
ス
ー
植
民
地
寫
眞
同
好
會
編
　
一
九
五
五
　『
ト
メ
ア
ス
ー
植
民
地 

開
拓
二
十
五
周
年
記
念
寫
眞
帳
』　
ト
メ
ア
ス
ー
産
業
組
合
。

野
口
　
敬
子
　
一
九
九
三
　「
上
塚
司
と
日
本
高
等
拓
植
学
校
（
完
結
篇
）」『
移
住
研
究
』　
三
〇
号
、
一
八
五
―
二
三
五
頁
。

野
田
　
良
治
　
一
九
二
五
　『
實
査
十
八
年 

ブ
ラ
ジ
ル
人
國
記
』
博
文
館
。

パ
ウ
リ
ス
タ
新
聞
社
　
一
九
六
〇
　『
ア
マ
ゾ
ニ
ア
移
住
三
十
年
』
パ
ウ
リ
ス
タ
新
聞
社
。

前
山
　
　
隆
　
二
〇
〇
二
　『
風
狂
の
記
者
―
ブ
ラ
ジ
ル
の
新
聞
人
三
浦
鑿
の
生
涯
―
』
お
茶
の
水
書
房
。

松
林
昇
治
郎
　
一
九
七
七
　『
風
化
す
る
拓
人
の
記
録
　
三
浦
鑿
の
生
涯
　
上
巻
』
松
林
昇
治
郎
。

丸
山
　
浩
明
　
二
〇
一
三 
　「
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
種
・
民
族
と
社
会
」『
歴
史
と
地
理
』
六
六
八
号
、
一
―
一
〇
頁
。

安
井
　
宇
宙
　
一
九
九
八
　『
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
は
夢
の
ご
と
し
』
草
思
社
。

吉
村
　
繁
義
　
一
九
五
五
　『
崎
山
比
佐
衛
傳
　
移
植
民
教
育
と
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
の
先
覺
者
』
海
外
植
民
学
校
校
友
会
出
版
部
。

若
槻
　
泰
雄
　
一
九
七
三
　『
原
始
林
の
中
の
日
本
人
―
南
米
移
住
地
の
そ
の
後
―
』
中
央
公
論
社
（
中
公
新
書
）。 
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